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l. Rhipidopeltis gen. nov. (キシ コミ BEES A 

と れ は 日 本 率 ハ ガヤ ス デ 亜 科 の 第 3 の 新 属 で ある 。 雄 の 胴 節 20, RARE 5, 7, 9, 10, 12, 13, 15, 16- 
19 処 陀 背面 中 央 の 側 緑 に 近い と と ろ に 開く 。 頭 部 は 完全 人 に 吾 板 で 杉 わ れん て いる 。 頭 企 と 前頭 部 に は 多く の 
微小 な 題 粒 を 生じ , 頭頂 の 正中 に ある 港 は 著しく , また それ の 左右 た 数 対 の 浅 横 言 あ り 。 和 触角 は 第 6 Sp 
大 最長 。 眼 は な い 。 頸 板 の 前 縁 人 は 宰 野 状 に 広く な り 半 円 形 で ある 。 縁辺 C 人 は 極め て 浅い 13 の 切れ と こみ が あ 
る た め K 14 の 膨 出 が ある 。 頸 板 の 中 央 部 は 隆起 し て お り , そ と に は 悲 状 突 起 が 横 に 4 列 ば か り 生 し てい る 。 
すべ て の 後 環 節 CC いて 側 叱 は よく 発達 し , その 側 縁 に は 浅い 切れ と み が 2 つ あ り , その た め に 3 葉 に 分 れ 
る 。 側 芝 の 後 縁 基部 に は 深い 切れ と みな が 1! つ あ る 。 各 後 環 節 背 面 に は 玩 決 突起 が 横 IC 3 列 に な つて 生 ヒ てい 
る 。 体 の 後 端 の 剛毛 を そなえ た 太 は 腹面 へ 移動 し て いる 。 ' 

生殖 肢 : 基 節 は 甚だ 大 形 。 し か し 内 帝 状 で は な い 。 基 節 の 角 状 突起 は 正常 , 端 肢 低 は iiz く 単 一 に な つ 
て いる 。 前 陽 節 部 に は 剛毛 あり , それ より 先 の 方 は 角 状 に な つて いる 。 先端 は 後方 へ 曲り , 2 枝 記 分 れ 長い 
枝 に 精 管 が 開い て いる 。 近 絹 の 他 属 と 区 別 さ れる 点 は , 頭頂 部 縦 潮 が 著しい と と , 第 6 触角 節 が 最も 長大 で 


Abb. 1. Rhipidopeltis sinuata sp. nov. A: Kopf von- vorn gesehen. B: Antenne. G: 
Gnathochilarium. D: Collum und 2. Metazonit. E: 13. Seitenfügel. F: Hinterende von 
unten gesehen. G, H: Gonopoden. ` l 
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ある と と 。 MERRE 3 小葉 に 分 れ , 臭 世 は 直接 側 虐 の 背面 IC 開 く と と , DIER, 1 つの 欠 刻 ある と 
と , FEREC 3 横 列 を な す 非 状 隆起 が ある と こと と, 及び 生殖 肢 の 形態 な ど と ある 。 

BEA: Rhipidopeltis sinuata Miyosi d 

Rhipidopeltis sinuata sp. nov. (キレ コミ ヤス デ ) 

HESS 3mm, 栖 出 後 環 節 で 1.4mm 体 色 淡 黄 白色 。 額 板 に は 約 2 列 の 剛毛 烈 あ り , 触角 は 梶 棒状 で 第 
6 節 が 最大 で その 長 さ と 店 と の 比 は 9:7, 節 の 先端 交感 覚 元 が 群生 し て いる 。 第 5 館 は むし ろ 小 形 で 長 さ 
と 中 と の 比 は 1:1, Ameh E 6 節 と 同じ よら 所 感覚 純 が 群生 し で て いる が 別に # 本 の 大 形相 知 状 の 感 租 が 
ある 。 第 7 館 は 近 縁 の 他 属 の 種 と 同形 。 頸 板 は 大 きく 扇形 。 その 前 縁 に は あさ い 切 れ と み に よ つて 14 個 ' 


| Š. miontantus S5. akiyoshiense 
l 体 E i 4mm A Gmm ・ 
限 ( | - 8 個 Ap 
SEET 15 本 それ より 少 い 
DU e H PRDV l - な し 
徐 生 殖 肢 の 端 肢 ECKE も 2 Sp 


の 小さ と 円 形 の 突起 を 生じ し て いる 。 顕 板 
- の 背面 は ふく らん で いて そ と KC す 4 筑 列 の 
Betrag H, その 各 列 の 題 粒 は 
8-10, gek HIE 
HEDD. ME o SIE 大 い に 発達 

し , 少し 下方 へ 向 つ て 和 突出 し て いる 。 そ 

の 側 縁 に は 3 小葉 突起 を 有 し 背 板 は ふく 
A ら み 1 列 MC 6-8 ER 
横 列 が 3 列 あ る 。 と れ は 怒 前 後 克 3 個 な 
らぶ 6-8 縦列 と みる と と も で きる 。 
生殖 肢 : BMA MERA e AE 
あり , LaL ToD. Eë EE 
で 単純 な 形 。 そ の 先 は 2 LLEBO 
の 先 は さら に 3 浅 裂 し , tzr 
いて いる 。 短い 方 の 枝 は 全面 に 小 乳頭 状 
突起 を 生じ て いる 。 

NERA d kE 5mm oki, At 
雄 1 ELSE Am, 産地 は 山口 県 衝 吉 
GIRA Dot, 1956 年 
II 月 25 日 夏 緩 大 学 森川 国 康 氏 IC ko 
て 採集 され を た 。 標本 は 著 考 保存 。 

2. Speophilosoma akiyoshiense sp. 
: nov. (アキ ョ シホ ラ ケ ヤ ス デ ) 

Abb. 2. Speophilosoma akiyoshiense sp. nov. A:2.Be- GPP, 新 科 新 属 と し て 記載 

inpaar des 6. Rumpfsegments. B: Vordere (punktiert) し た ホラ ケ ヤ ス デ 科 Speophilosoma- 
und hintere Gonopoden. tidae の た だ 1 つの 属 ホ ドラ ケ ヤ ス デ 属 
Speophilosoma に 入る 列 の 新種 が 見 つか つた 。 一 見 よく 似 た 白色 の 洞 窒 柄 で ある が 次 の 諸点 で 既知 の 竹 で あ 
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る S. montanus Takakuwa と 区 別 さ れる 。 

沿 と の 新種 の 後生 殖 朋 の 基 節 突起 は 単純 で 先端 が た だ あさ く 2 有 双 す る の み 。 他 の 点 で は 両 種 よ く 公 て いる 。 

完 横 式 標本 : 体長 6mm oki, 産地 :- 秋 吉 台 の 理 究 。 採集 者 は 京都 大 学 の 上 野 俊 一 氏 。 EEH: 1956 年 
11 月 23 Ho 標本 著者 保存 。 と こと に 標本 を めぐ まれ た 上 記 の 2 人 の か を が た に 感謝 を ささ げ る 次 第 で ある 。 

(付記 ) 著者 は さき 本誌 第 66 巻 第 8 号 315 E, [Verhoef 博 二 は, Ri Japanioiulus を ば 後に は 
自ら Amblyiulus に すべ きも の と 考え ん てい を の で は ある まい か と 思わ れる 。 し か し その と と に つい て 世に 
発表 し て は いらない よう で ある 」| と 記し た が Verhoef は と の と と に つい て 生前 1941 年 す で C 公 表し て いた 
の で あつ た 。 と の 論文 で は 彼 は 高知 市 待 浜 産 の 材料 IC よ つて , 1937 年 の 自己 の Japanioiulus ORARE 
HERL, 生生 殆 肢 に お に て は Mesomeritfortsatz を 見 落し て いた と と を 自ら 認め , その 形態 を くわ し く 説 明 
し て いる 。 そし て Japanioiulus lobatus を Amblyiulus lobatus と 改め を た 。 し か し 肛 節 , HCPRESZOBIEkK 
に いて は “Am Rumpfe kommen Borsten nur am Telson vor und zwar zerstreute lange auf den Analklap- 
pen?” LONT, とれ ら の 点 か ら ゃ , 私 は まだ 私 が 第 21 論文 に の べた 考 た ん を と りさ げ よ うら と は 思わ な 
Vo FLIO HRL, 専門 家 の 批 判 を ら ちと と に し た いと 思う 。 
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Résumé 


Beiträge zur Kenntnis japanischer Myriopoden 
25. Aufsatz: Uber eine neue Gattung und eine neue Art von Diplopoden 


Yasunori Miyvosi 
Matuyama Kita Kōtōgakkō 


Rhipidopeltis gen. nov. 

Diese neue Gattung unterscheidet sich von der ähnlichen Gattung durch die folgenden Diagnosen : 

Vorderrand des Halsschildes sehr seicht in 14 rundliche Lappen eingeschnitten, Rücken gewölbt und 
mit ca 4 Querreihen von je ca 8-10 Tuberkeln. Kopf ganz vom Halsschilde bedeckt. Scheitel und 
Stirn ist chagriniert. Scheitelfurche ist sehr deutlich. 6. Antennenglied das längste und dickste. Alle 
Metazonite mit 3 Querreihen von je 6-8 Tuberkeln. Seitenflügel gut entwickelt, Seiterrand 3 lappig 
und flinterrand mit einer Bucht. Auf den Segmenten 5..7.9. 10. 12. 13. 15. 16. 17. 18. 19. Poren 
vorhanden, und jede in der Nähe-Fläche von Seiterrand mit je Öffnung. S ` 

Gonopoden: Huft sehr gross, aber nicht schatenforraig. Telopodit nicht quergegliedert, und horn- 
förmig. Das Endabschnitt ist nach hinten gebogen, 2 ästig, und an dem Langast die Samenrinne 
vorhanden. 

Genotype: Rhipidopeltis sinuata Miyosi 

1. Rhipidopeltis sinuata sp. nov. 


Heli gelbbräunlicher Art. Männchen, Länge ca 5mm. Breite eines Metazonits 1.4mm. Scheitel Sk 


unbeborstet。 dicht chagriniert。 und mit seichten 3 Querfurchen.. Antenne keulig, 6. Glied das grösste 
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und mit einer Gruppe von vielen Sinnesst&bchen. 5. Glied klein und so lang wie breit, mit einer 
Gruppe von vielen Sinnesstäbchen und einem grossen Sinnesstab. Andere Merkmale oben (Diagnosen 
der Genus) erwähnt. l | 

Holotype: Männchen, 5mm lang. Fundort: Akiyoshi-cho, Yamaguchi-ken. 

2. Speophilosoma akiyoshiense sp. nov. 

Diese neue Art unterscheidet sich deutlich von der verwandten Art (S. montanus Takakuwa, 1949) 
durch die folgenden Diagnosen: a) Körperlänge ca 6mm, weisslich Art. b) Ocellen 4. c) Die Zahl 
des staubwedelförmigen Flagellum des 2. Beinpaares des 6. Rumpfsegments ist weniger als S. montamis 
d) Vordere Gonopoden ganz unbehaart で ) Coxalfortsatz des hinteren Gonopoden ist Einfachheit und 
am Ende seicht gegabelt und Telopodit zwei gliederig. ーー 

Material: Holotype, ein Männchen von ca 6mm Länge. Der Name wurde nach Fundort gebildet. 


Fundort: Tanuki-ana, Akiyoshi-cho, Yamaguchi-ken. 
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